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R24a すばる望遠鏡HSCを用いた銀河系中心方向のダスト減光の研究 (2)
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銀河系中心方向 (|b| ∼ 5 deg)のダスト減光は、可視光においては主に OGLEチームによる重力マイクロレン
ズサーベイデータを用いて調べられてきた。より銀河面に近い領域 (|b| < 2deg)では、IRSF、VISTA、VLT、
Spitzerなどによる近赤外線を用いた観測により、近赤外線でのダスト減光量が調べられてきた。しかし、銀河
面付近においては減光が強いため、可視光ではこれまで観測がされてこなかった。また、b ∼ −2 deg付近にお
いて、可視光で測定された減光量と、従来の減光則を用いて近赤外線での減光量から推定した可視光での減光量
は一致しないことがわかっている。このように、銀河面付近における可視光での減光量、減光則はよくわかって
いない。将来計画であるRoman、JASMINEや今まさに始まろうとしている PRIMEによる近赤外線サーベイ観
測は、銀河系中心の減光が強い領域を対象としており、これらの領域における可視光での追加観測等の検討を行
うためには可視光から近赤外線における減光量、減光則を明らかにする必要がある。本研究では、すばる望遠鏡
Hyper Suprime-Camの g, r2, i2, z-bandを用いて、銀河系中心方向の約 30平方度を撮像観測した。これらのデー
タとVISTA VVV Surveyデータの結果を合わせて解析し、色等級図からRed Clump Giantの色、明るさを求め
ることで、銀河系中心方向の銀河面における高精度のダスト減光マップを作成できると期待される。
2020年春季年会 R27aにて進捗を報告したが、Red Clump Giantの色情報のみを使い、より高い空間分解で

減光則を導出する方針に切り替え解析を進めた。本講演では、得られた結果及び先行研究との比較について報告
する。


